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復活節第 3 主日               No. 18 
 

主日礼拝    

 

前奏 ｢何ひとつ持たないで｣（T.タマリ） 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「これは主の御業 

わたしたちの目には驚くべきこと。 

今日こそ主の御業の日。 

今日を喜び祝い、喜び躍ろう。」 

(詩編 118:23､24) 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 
 

信仰告白 使徒信条 

我は天地の造り主
ぬし

、全能の父なる神を信ず。我は 

その独
ひと

り子、我らの主
しゅ

、イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処
おと

女
め

マリヤより生れ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に 

つけられ、死にて葬
ほうむ

られ、陰
よ

府
み

にくだり、三日目に 

死人のうちよりよみがへ
え

り、天に昇り、全能の父な

る神の右に坐
ざ

したまへ
え

り、かしこより来
きた

りて、生け

る者と死ねる者とを審
さば

きたまは
わ

ん。我は聖霊を信

ず、聖なる公同の教会、聖徒の交
まじ

は
わ

り、罪の赦
ゆる

し、身

体のよみがへ
え

り、永
とこ

遠
しえ

の生命を信ず。アーメン。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛美 17-1,3「聖なる主の美しさと」 
 

 

 
 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 39-5(2回)「ハレルヤ」 

 
 
 
 
 
 



聖書 マタイによる福音書 12:38～42 
                       新約(新共同訳)P23 
 

 

38 すると、何人かの律法学者とファリサイ派の人々が

イエスに、「先生、しるしを見せてください」と言っ

た。 39 イエスはお答えになった。「よこしまで神に背

いた時代の者たちはしるしを欲しがるが、預言者ヨナの

しるしのほかには、しるしは与えられない。 40 つま

り、ヨナが三日三晩、大魚の腹の中にいたように、人の

子も三日三晩、大地の中にいることになる。 41 ニネベ

の人たちは裁きの時、今の時代の者たちと一緒に立ち上

がり、彼らを罪に定めるであろう。ニネベの人々は、ヨ

ナの説教を聞いて悔い改めたからである。ここに、ヨナ

にまさるものがある。 42 また、南の国の女王は裁きの

時、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪に

定めるであろう。この女王はソロモンの知恵を聞くため

に、地の果てから来たからである。ここに、ソロモンに

まさるものがある。」 
 

賛美 408「この世のもので」 

 

 
 
 
 

説教  「しるしと思えないしるし」 

 
 

賛美 453「何ひとつ持たないで」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

 

後奏 ｢とらえたまえ、われらを(521 番)｣ 

（T.タマリ） 
 

司 式 福原 之織 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 玉理 照子 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 
 
 

 


